
 
                                          

 フェニックス電機株式会社（代表取締役社長 田原廣哉）は半導体レーザーを使用した

光による CFRP表面処理ユニットを開発しましたので発表致します。 

 

■ポイント■ 

・半導体レーザーを使用した多灯式光源ユニット（世界初*1） 

・多灯式のため、面照射、ライン照射での処理が可能。 

・秒速 1000mmを超える速度で処理が可能。 

   *1：2019年 10月 30日現在当社調べ。 

■従来技術■ 

航空業界、自動車業界などでは、構造材の軽量化による省エネ効果を主目的として

Carbon Fiber Reinforced Plastic（以下 CFRP）が積極的に採用されている。しかしながら

CFRP は複雑な形状を形成するのが難しいため、複雑な立体物やリブなどが必要となる場

合は CFRP板を接着剤で接合して製造しているのが一般的である。そしてこのような場合、

CFRP 表面に付着している離型剤などの異物の存在が接合力の信頼性を低下させてしまう

問題がある。そのため異物を除去する方法として、現在は人の手によるサンドペーパー処

理やサンドブラスト処理が主流となっている。さらに炭酸ガスレーザーや YaG レーザーで

CFRP表面を処理する研究などもされている。 

 

■従来技術の問題点■ 

現在、人の手によるサンドペーパー処理では作業者によって接合力にバラツキが生じた

り、サンドブラスト処理では作業中に粉塵が飛散するためクリーン環境には適さないとい

う問題がある。このような問題を解決するために短パルス炭酸ガスレーザーや YaG レーザ

ーで処理する方法も研究されているが、光源装置自体が非常に高価なため普及していない。 

 

■開発技術の概要■ 

 弊社では、従来使われている実用上の問題を解決する CFRP 表面処理技術として、複数

個の半導体レーザーと光学設計技術により、信頼性が高くクリーン環境で使用でき、かつ

大型の環境設備が不要である CFRP 表面処理ユニットを開発した。このユニットを使用す

ることで問題を解決すると共に、自動化・無人化が実現できる。また導入コスト・処理コ

ストの低減にも貢献する。 

この技術によって CFRP の接合技術の信頼性が向上し、CFRP がますます普及していくこ

とで、環境改善、省エネに貢献できることが期待できる。 

 なお、この技術は、令和 1年 12月 4～6日に幕張メッセ国際展示場(千葉県千葉市美浜区)

で開催される「第 3回接着・接合 EXPO」で展示予定。 

 

 



 
                                          

■スペック例（31灯式ユニットの場合）■ 

・照射光エネルギー：37W 

・表面処理幅：6mm 

・走査速度：秒速 1200mm 

・走査方式：ベクタースキャン方式 

・処理能力：3分／平米 

・LD駆動パルス幅：最小 50nsec（表面改質材料に応じて最適化） 

・LD冷却方式：空冷式 

 

                        

図１. 処理前の CFRP板（左図）とレーザー表面処理後の CFRP板(右図) 

 

■今後の予定■ 

 当社では今回開発した光源ユニットの量産化に向けた準備を進めると共に、CFRP 以外

の材料をターゲットにした表面処理装置の実現のために、更なる高出力化・高機能化に向

けた開発を継続して推し進める。 

 

【用語の説明】 

◆CFRP：Carbon Fiber Reinforced Plastic の略称。日本語では炭素繊維強化樹脂。 

◆半導体レーザー：半導体の再結合発光を利用したレーザー。 

◆サンドブラスト：対象物の表面に砂などの研磨剤を吹き付けて加工する加工法。 

 

 

■本件問い合わせ先■ 

フェニックス電機株式会社 

第一営業部 宇田 彬吾 

〒679-2122 

兵庫県姫路市豊富町御蔭 703番地 

TEL：079-264-6052 FAX：079-264-5763 

E-mail：sales@phoenix-elec.co.jp 
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